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11
月
３
日
、双
葉
町
役
場
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
双
葉
町
表
彰
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
町
の
消
防
活
動
や
地

方
自
治
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
２
人
の
方

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
、
町
の
復
興
の

た
め
に
多
額
の
金
員
等
の
寄
付
や
活
動

を
さ
れ
た
２
人
と
２
団
体
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
伊
澤
史
朗
町
長
の
式
辞
に
続

い
て
、
伊
藤
哲
雄
町
議
会
議
長
、
橋
本

徹
県
議
会
議
員
、
佐
々
木
恵
寿
県
議
会

議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、
受
章
者
を
代
表

し
て
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
株
式
会
社 

代
表

取
締
役
の
傳
馬
綾
さ
ん
が
、「
令
和
３

年
に
、
復
興
に
向
け
て
頑
張
る
双
葉
町

の
姿
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
双
葉
町
復
興
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
、
事
業
を
継
続
し

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
町
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
や
関
係
者
の
方
々
の
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度　
双
葉
町
表
彰
者

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令和令和５年度双葉町表彰式年度双葉町表彰式

後列左から、　　下教育長、徳永副町長、平岩副町長
前列左から、ランドポート株式会社　川添様、傳馬様、伊藤議長、伊澤町長、FUTABA　Art　District　赤澤様、
山本様、松永様

▲

▲ 町長式辞

令和５年度双葉町表彰式

－

功
績
を
た
た
え
て

－

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と

し
て
消
防
活
動
に
貢
献

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
職
員
と
し
て

地
方
自
治
行
政
の
進
展
に
寄
与

志
賀　
寿
三
様
（
長
塚
一
）

消
防
団
員
25
年

職
員
30
年

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と

し
て
消
防
活
動
に
貢
献

池
下　
修
一
様
（
新
山
）

消
防
団
員
25
年
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▲謝辞を述べられる傳馬綾様

感

謝

状

感

謝

状

感

謝

状

　１１月３日、表彰式終了後ランドポート株式会社（代表取締役　傳馬綾様）よりソーラー充
電式のランタン「ＣＡＲＲＹ　ＴＨＥ　ＳＵＮ」２００個の贈呈式が行われました。
　ランドポート㈱様は、町内の壁画アートをデザインした「双葉町モデル」を販売し、販売数と
同じ数を町に寄贈する取り組み（Buy One Give One® 方式）を進めていただいております。
　寄贈いただくのは３回目となり、これまでにいただいた４８５個のランタンと合わせて、今後
も町内のイベント等で希望の灯りとして周囲を照らすほか、災害時用に備蓄するなど活用してま
いります。

ランタン贈呈式ランタン贈呈式

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ　
Ａ
ｒ
ｔ

Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ

◇ 
東
日
本
大
震
災
以
降
、
壁
画
ア
ー
ト

を
制
作
す
る
こ
と
で
来
訪
者
増
加
に

貢
献

様

（
東
京
都
、
い
わ
き
市
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
ソ
ー
ラ
ー
充

電
式
ラ
ン
タ
ン
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｙ　
Ｔ
Ｈ

Ｅ　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
を
寄
贈（

東
京
都
千
代
田
区
）

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

傳
馬　
綾
様

◇ 

双
葉
町
復
興
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
寄
付
金
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

（
大
阪
府
大
阪
市
）

清
水　
瑞
江
様

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
多
年
に
わ
た

り
小
菊
を
寄
贈

（
滋
賀
県
長
浜
市
）

山
口　
賢
孫

　
　
　

和
子
様様

ランタン贈呈式

3 広報ふたば 令和５年１２月



　

早
い
も
の
で
令
和
５
年
の
最
後
の
月
、
師
走
を

迎
え
ま
し
た
。
11
月
は
例
年
に
な
く
気
温
が
高
く

暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
日
ご
と
に
寒

さ
が
増
し
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
の
街
路
樹
も
す
っ

か
り
葉
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
10
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
に
県

内
外
11
カ
所
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
で
は
、
特

定
帰
還
居
住
区
域
の
復
興
再
生
計
画
を
は
じ
め
、

令
和
６
年
度
町
税
の
課
税
の
方
向
性
、
農
地
の
保
全

管
理
か
ら
営
農
再
開
等
に
つ
い
て
、
各
会
場
で
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要

望
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

報
道
等
で
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
10
月
31

日
、
東
京
都
に
お
い
て
不
動
産
業
の
大
和
ラ
イ
フ

ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社
と
21
件
目
と
な
る
企
業
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
和
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社
は
、
経
済
産

業
省
の
自
立
・
帰
還
支
援
雇
用
創
出
企
業
立
地
補

助
金
を
活
用
し
て
、
双
葉
町
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ホ
テ
ル
を
建
設
し
ま
す
。
隣
接
す
る
伝
承
館
の
利

用
者
や
、
今
後
整
備
予
定
の
福
島
県
復
興
祈
念
公

園
に
訪
れ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
が
宿

泊
出
来
る
ホ
テ
ル
と
な
り
、
ま
た
浜
通
り
地
域
内

で
も
最
大
級
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
有
す
る
た

め
、
国
際
会
議
の
呼
び
込
み
や
、
教
育
機
関
・
企

業
な
ど
各
種
団
体
の
研
修
施
設
と
し
て
の
利
用
が

可
能
な
ホ
テ
ル
と
な
り
ま
す
。
福
島
県
が
推
進
す

る
被
災
地
を
巡
り
、
学
び
を
備
え
た
旅
行
で
あ
る

「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
の
活
用
や
、
今
年
４

月
に
設
立
さ
れ
た
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
に
関
連
し
た
学
術
会
議
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
設

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
浜

通
り
、
双
葉
町
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
被
災
状
況
が

残
る
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
、
復
興
に
向
け
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
の
両
面
を
感
じ
て
も
ら
え
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

立
地
予
定
場
所
は
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

内
の
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
の
北

側
に
あ
る
約
２
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
な
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
に
開
業
す
る
予
定
で
あ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
双
葉

町
の
復
興
に
さ
ら
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
３
日
に
は
、
令
和
５
年
度
双
葉
町
表
彰
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。
新
し
い
庁
舎
で
の
初
め
て
の

開
催
と
な
っ
た
今
年
度
の
表
彰
式
で
は
、
永
年
勤

続
表
彰
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
及
び

双
葉
町
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
た
２
人
の

方
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
額
の
寄
付
や
避
難
者
支
援
な
ど
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
２
団
体
と
２
人
に
対
し

て
、
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
改
め
て
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
日
常
が
戻
り
、
行
事
等
も
通

常
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
壮
健

に
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　１１月７日、次世代モビリティ都市間ネットワーク（会長　豊田市 太田稔彦市長）の皆さま約３０
人が、双葉町を訪れ、双葉町役場や中野地区復興産業拠点内を視察され、町の復興とモビリティ活用
に向けた意見交換を行いました。
　９日には埼玉東部消防組合（管理者 久喜市 梅田修一市長）及び同組合議会の皆さま２５人が、視察
研修のため来町されました。友好都市である加須市の角田守良市長も副管理者として参加され、双葉
町役場で伊澤史朗町長から町の復興状況について説明し、意見交換を行った後、ＪＲ双葉駅周辺と駅
西住宅等を視察されました。

町内視察が行われました町内視察が行われました町内視察が行われました

次世代モビリティ都市間ネットワーク町内視察 埼玉東部消防組合及び組合議会視察研修
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ふれあいニュースポーツ交流大会ふれあいニュースポーツ交流大会　囲碁ボールで優勝囲碁ボールで優勝
　１０月１９日、郡山市西部第二体育館で、福島県老人クラブ連合会主催の「ふれあいニュース
ポーツ交流大会 チャンピオン大会」が開催されました。
　双葉町老人クラブ連合会は、８月１日に浪江町地域スポーツセンターで行われた浜通り地区
大会で囲碁ボールとボッチャの２種目で１位となり、浜通り地区の代表として参加しました。
　試合は県内６地区の全チーム総当たりのリーグ戦で、双葉町は囲碁ボールにおいて優勝を
果たしました。選手の皆さん大変お疲れさまでした。

大和ライフネクスト株式会社と
中野地区復興産業拠点企業立地協定を締結

　１０月３１日、大和ライフネクスト株式会社と中野地区復興産業拠点への企業立地協定を東
京都江東区のＬ stay&grow 南砂町にて締結しました。この協定に基づき、大規模な国際会議、
学術会議を開催できる会議室を備え、客室数約１００室とレストラン、スパなどを併設した地域
最大級のカンファレンスホテル「FUTATABI」が、令和７年度に開業予定です。
　竹林桂太朗代表取締役社長は、「研修を目的としたホテルを運営する私たちは、震災や災害を

大和ライフネクスト株式会社
● 所在地（本社） …  東京都港区赤坂５－１－３３
● 設　立 … 昭和５７年３月
● 代表者 … 代表取締役社長　竹林　桂太朗
● 事　業 … マンション・ビル・物流施設・商業施設
　ホテルなどの建物管理、宿泊施設運営事業、企業寮
　賃貸運営事業

学ぶ上でも双葉町を最適な地と信じて、立
地を決めました」と協定締結に至った経緯
を述べられ、伊澤史朗町長は「福島の復興
を世界に発信できる場所になると確信して
います」と歓迎しました。
　協定締結式の会場となったホテルは、大
和ライフネクスト㈱が運営するホテルであ
り、終了後に見学も行われました。

ふれあいニュースポーツ交流大会　囲碁ボールで優勝
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  １０月２１日、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故以来１３年ぶりに町内（ＪＲ双葉
駅東口広場）において、令和５年双葉町消防団秋季検閲式が開催され、渡辺浩美団長をはじめとす
る４０人の消防団員が参加し、式に臨みました。
　式は殉職消防団員並びに東日本大震災犠牲者に対する黙とうで始まり、石橋清則技術分団長の号
令のもと伊澤史朗町長と来賓の方々による閲団、通常点検が行われました。
　伊澤町長は「団員が全国に避難している状況下であるが、地域防災の中核として今年度完成した
屯所を拠点に、消防人として地域社会に根づいたまとめ役となり、より一層活躍してほしい」と式
辞を述べました。
　続いて、来賓の橋本徹県議会議員、佐々木恵寿県議会議員、伊藤哲雄町議会議長、関根昌典県相
双地方振興局長、杉崎俊秀双葉警察署浪江分庁舎所長並びに小松裕之浪江消防署長が各々祝辞を述
べられた後、令和２年より延期や中止が続いたため４年分の団員に対する表彰の披露が行われました。
　最後に渡辺団長より、「ふるさとである双葉町へ居住が開始されたことから、地域防災の要とし
て住民の信頼に応えるべく、地域の安全・安心を守る責任感をより一層強くしていかなければなら
ない」と訓示があり、団員たちは士気を高めました。

双葉町消防団秋季検閲式双葉町消防団秋季検閲式双葉町消防団秋季検閲式

　１０月２２日、埼玉県のボランティア団体「鵜
ノ木虹のかけ橋」様より双葉町民の皆さんへ
と、義援金をご寄付いただきました。
　「鵜ノ木虹のかけ橋」会員の皆さまは、東日
本大震災を忘れてはならないと、被災地を訪れ、
直接義援金を手渡す活動を続けてこられました。
　当日は、会員１４人が双葉町役場を訪れ、職
員から町の復興状況などについて説明を聞きま
した。

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます
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10
月
21
日
、
町
立
学
校
体
育
館

に
お
い
て
幼
稚
園
・
小
中
学
校
合

同
の
文
化
祭
「
栴
檀
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
伝
え
よ
う 

僕
ら
の

想
い
を
！ 

み
ん
な
で
つ
く
る
栴

檀
祭
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

合
唱
や
ダ
ン
ス
、
劇
な
ど
何
カ

月
も
練
習
を
重
ね
た
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

幕
開
け
は
、
幼
稚
園
児
に
よ
る

劇
「
科
学
戦
隊
シ
ビ
ッ
ク
マ
ン
」

で
、
年
少
児
も
セ
リ
フ
を
覚
え
熱

演
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
下
学
年
は
、
朗
読
、
楽

器
の
演
奏
な
ど
３
部
構
成
で
８
人

が
ぴ
っ
た
り
と
息
の
合
っ
た
表
現

を
見
せ
、
上
学
年
は
ス
ー
パ
ー
マ

リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
に
扮
し

た
16
人
が
、
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ

を
広
く
使
っ
て
、縄
跳
び
や
一
輪
車
、

跳
び
箱
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

技
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
、
会
場

内
の
緊
張
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
９
月
に
実
施
し
た

職
場
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
、「
再

興 

〜
想
い
と
願
い
と
体
験
と
〜
」

と
題
し
、
双
葉
町
に
関
わ
っ
て
働

く
人
や
町
に
住
む
人
の
想
い
に
つ

い
て
ま
と
め
、
体
験
し
た
施
設
ご

と
に
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

ダ
ン
ス
「
と
き
め
き
を
運
ぶ
列
車

Choo Choo TRAIN

」
も
、
堂
々

と
自
信
に
満
ち
た
発
表
で
し
た
。

　

栴
檀
祭
の
終
盤
に
は
、
小
学
校

全
児
童
と
教
職
員
に
よ
る
合
唱

と
、
小
学
校
上
学
年
と
中
学
生
に

よ
る
せ
ん
だ
ん
太
鼓
の
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

や
力
強
い
演
奏
に
、
保
護
者
や
会

場
内
の
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ど
の
発
表
も
園
児
・
児
童
・
生

徒
の
一
生
懸
命
な
姿
に
、
会
場
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
覧
人

数
の
制
限
も
な
く
、
家
族
や
関
係

者
が
見
守
る
中
、
栴
檀
祭
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

双葉町立幼稚園・小中学校　合同文化祭

伝えよう　僕らの想いを！
みんなでつくる栴檀祭
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　震災当時双葉中学校の音楽室にあり、授業等で使われていたグランドピアノが１２年半ぶりに復活
しました。ピアニストの西村由紀江さんらにより、被災地のピアノを再生する目的で今年８月に搬出
されました。ピアノは調律師の遠藤洋さんの手により修理・調律され、１１月４日浅野撚糸株式会社
双葉営業所の中庭でお披露目しました。
　お披露目の後に行われたピアノリサイタルの詳細は、９ページの教育長メッセージをご覧ください。

　リサイタルは中野地区復興産業拠点立地企業協議会が主催したものです。

▲

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
西
村
さ
ん
（
左
） と

　

調
律
師
の
遠
藤
さ
ん
（
右
）

双葉中学校のピアノが復活双葉中学校のピアノが復活

　１０月１４日、郡山市内において「ふくしまゼロカーボンへの
挑戦表彰制度（学校版）」表彰式が行われ、双葉中学校が特別賞
を受賞し、生徒会の代表生徒が内堀知事より表彰状を受け取りま
した。
　双葉中学校では、生徒会活動として「ゴミ拾い」と「保護者等
を対象としたＳＤＧｓの出前講座」を行っており、継続的な取り
組みが評価されたものです。当日は、活動をポスターにまとめ展
示し、内堀知事との記念撮影も行われました。

双葉中学校が特別賞を受賞双葉中学校が特別賞を受賞双葉中学校が特別賞を受賞

　１０月２０日、相馬家３３代当主 相馬和胤さんが来町され、国道６号沿いにある慰霊碑で献花を行った
のち、相馬妙見宮初發神社と東日本大震災・原子力災害伝承館を見学されました。当主は、震災以降毎年 
被災地を訪れ、献花を行っています。
　町からは　下明夫教育長、双葉町騎馬会からは相馬野馬追功労者の谷津田光治さん並びに標葉郷侍大将
の中川健治さんが、当主を出迎え、献花等に同行しました。

相馬家当主が来町相馬家当主が来町▲▼▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲▼▲相馬家当主が来町

▲写真左から谷津田さん、相馬家当主、　 下教育長、中川さん

双葉中学校のピアノが復活
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ
　早いもので令和５年も師走を迎え、総まとめの時期となりました。今年も、国内はもとより、全
世界各国において異常気象とも言うべき自然災害が起こり大きな被害に見舞われた地域が多くあり
ました。猛暑が続いたり、大雨による線状降水帯が発生したりと、今までに経験したことのない天
候の変動が毎日のように報道されました。もはや、連日の猛暑は、異常ではなく常態化されてきて
いるようにも思えます。そして、新型コロナウイルス感染症は第５類へ移行され大幅に活動範囲や
活動内容が見直され、コロナ禍以前の状態に人々の流れが戻って来ました。一方で、感染拡大対策
の緩和により、季節性インフルエンザが例年より流行しているとも報道されております。ご家庭に
おかれましても再度、基本的な感染症予防対策に取り組んでいただき、この冬を安全で健康的に過
ごしてほしいと思います。
　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故による全町避難から、１２年８カ月が経過し、
避難指示解除（旧特定復興再生拠点区域）、そして双葉町役場新庁舎における業務再開から１年２
カ月以上が過ぎました。町内での居住人口も１００人近くまで増えてきております。復興・創生が
一歩一歩進む中「復興まちづくり計画」の中に、夢と希望のある「学び」へ、学校教育をどのよう
に位置付けていくか。『文教の町、双葉町』を継承しつつ、町の将来を担う子どもたちをどのよう
に育てていくか。「まちづくりは、人づくり」の理念を基盤としつつ、令和５年度組織された「学
校設置検討委員会」において丁寧に議論を進めているところであります。

◎コーラスふたば　◎標葉せんだん太鼓保存会　◎ＪＡスマイル大正琴　◎双葉町民謡同好会

　１１月１２日、勿来市民会館大ホールにて開催されました。関係者の手作り感あるステージワー
クで、みんなで作り上げる芸能祭は素晴らしいものでした。双葉町からも４団体が出演され、特に
４団体それぞれの完成度は高く、表現力の技能、迫力ともに感動しました。出演された皆さま、あ
りがとうございました。そしてお疲れさまでした。

第５０回　勿来地区総合芸能祭

　１１月４日、浅野撚糸㈱双葉事業所フタバスーパーゼロミルの中庭で開催されました。双葉中学
校音楽室に１２年もの間、眠っていたピアノを復活させるプロジェクトが始動。ピアノ調律師の遠
藤洋氏の手により生まれ変わったピアノ、そしてピアニストの西村由紀江さんによるリサイタル。

震災から１２年復活ピアノプロジェクト；『西村由紀江ピアノリサイタル㏌双葉町』

コーラスふたばの皆さまも出演し、「双
葉中学校校歌」「双葉町民の歌」「ふる
さと」を西村さんの伴奏により披露
し、大変感動しました。多くの町民の
方々や西村さんのファンの皆さまが
訪れ、よみがえった素晴らしいピアノ
の音色に聞き入っておりました。これ
も、双葉町中野地区復興産業拠点立地
企業協議会の勝山広幸会長はじめ皆さ
まのご理解とご協力があってこその実
現でした。この場を借りて御礼申し上
げます。誠にありがとうございました。 ▲ ピアノの除幕式が行われました。
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○ 

○
○
○  

ステージや出店内容などの詳細は、町公式
ホームページで随時お知らせします。
当日は双葉駅前の交通規制を行います。
内容は変更される場合があります。
「子ども樽みこし」に参加いただけるお子
様も募集していますので、復興推進課まで
お問い合わせください。

６日（土） ７日（日）

時　間 内　　　　容

１０：００ 開会式

１０：３０ 子ども樽みこし

１１：００ アンパンマンショー ①

１２：００
LOVE FOR NIPPON
ステージ

１３：００ 巨大ダルマ引き

１３：３０ お笑いステージ（Ｕ字工事）

１４：００ アンパンマンショー ②

１５：３０ どんと祭（初發神社）

時　間 内　　　　容

　９：００ 奉納神楽大会（初發神社）

１０：００

第３３回双葉町芸能発表会

前沢の女宝財踊

相馬流れ山踊り

１２：００ ダルマみこし

１３：３０ 大道芸

１４：３０ 閉会式

■日　時：令和６年１月６日（土）・７日（日）
■主　催：双葉町ダルマ市実行委員会

ダルマ販売や飲食など模擬店も多数出店！

■場　所：ＪＲ双葉駅前

プログラム

双葉町ダルマ市開催双葉町ダルマ市開催のお知らせお知らせ双葉町ダルマ市開催双葉町ダルマ市開催のお知らせお知らせ双葉町ダルマ市開催のお知らせ

１０：００～１６：００ ９：００～１５：００

ふたばダルマ市 in 勿来

両会場ともに駐車スペースに限りがありますので、相乗りや、公共交通機関、観光協会の見学バス
利用にご協力ください。（観光協会見学バスのチラシは今月号に同封しています）

双葉町ダルマ市を開催しますので、ぜひご来場ください！

令和６年１月２７日（土）
９：００～１６：００

日　時 復興公営住宅勿来酒井団地　敷地内場　所

夢ふたば人主　催

模擬店出店（夢ふたば人限定焼うどん　ほか）、ステージショー、和太鼓等
（当日の天候により内容変更の可能性あり）

内　容

勿来でも開催します！
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１月５日（金）～７日（日）

【問い合わせ先】
芸能発表会に関すること 教育委員会　生涯学習課 ☎０２４０－３３－０２０６

復興推進課　商工労政係ダルマ市に関すること ☎０２４０－３３－０１２７

主 催　双葉町芸術文化団体連絡協議会

主 催　双葉町教育委員会

場　所：双葉町産業交流センター

場　所：駅前ステージ

◆ 第３４回双葉町総合美術展 ◆

◆ 前沢の女宝財踊・相馬流れ山踊り ◆

日　　時

１月５日 １４：００ ～ １５：００

１月６日 １０：００ ～ １５：００

１月７日 １０：００ ～ １５：００

時　間 演　　　目 団　体　名

１１：３０ 前沢の女宝財踊 前沢の女宝財踊保存会

１１：４５ 相馬流れ山踊り 相馬流れ山踊り保存会

主 催　双葉町芸術文化団体連絡協議会

場　所：駅前ステージ
◆ 第３３回双葉町芸能発表会 ◆

時　間 演　　　目 団　体　名

１０：００ 開会

１０：１０ 双葉町民の歌、心の瞳、いい日旅立ち コーラスふたば

１０：２５ 長唄 宝船、津軽三味線合奏、秋田大黒舞 双葉町民謡同好会

１０：４０ 富士山、悲しい酒、八木節 ＪＡスマイル大正琴

１０：５５ いなづま、夏 標葉せんだん太鼓保存会

１１：１５ ふたば音頭

１１：２０ 閉会

１月７日（日）
主 催　双葉町教育委員会

場　所：相馬妙見宮初發神社
◆ 奉納神楽大会 ◆

時　間 内　　　容 団　体　名

　９：００ 昇殿参拝

　９：２０ 開会式

　９：３０～ 神楽奉納（順不同）

三字芸能保存会

渋川芸能保存会

新山芸能保存会

※時間は目安です

▲ 昨年の総合美術展、町民作品展の様子
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　法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会では、１２月１０日（世界人権宣言採択日）の「人
権デー」を最終日とする１週間を「人権週間」と定め、各地で世界人権宣言の意義を訴えるとともに、
人権尊重思想の普及高揚を図るための行事を計画しています。
　現在の我が国の状況をみると、いじめや虐待、性的被害等のこどもの人権問題、インターネット
上の人権侵害、障がいのある人や外国人、性的マイノリティ等に対する不当な差別や偏見などと
いった多様な人権問題が依然として存在しています。
　そこで、福島地方法務局及び福島県人権擁護委員連合会では、１２月４日から１０日までを「第
７５回人権週間」とし、当該週間を中心に啓発活動及び相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず、電話相談を実施していますので、悩み事がありましたら下記のダイヤ
ルにお電話ください。秘密は守られます。相談は、人権擁護委員及び法務局職員が対応しますので、
お気軽にご相談ください。

　令和５年度第８回双葉町民作品展覧会を下記により開催いたします。作品も募集しております
ので、町民の皆さんの出品をお待ちしております。
　展示スペースに限りがあるため、出品状況によっては全ての作品を展示できない場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。

１２１２月１０１０日は人権デーです日は人権デーです

☎  ０２４６－８４－５２００
【特設人権相談所】

場所：双葉町いわき支所
日時：１２月７日（木）午前１０時～午後３時

●みんなの人権１１０番 ☎０５７０－００３－１１０ ●子どもの人権１１０番 ☎０１２０－００７－１１０
●女性の人権ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

（相談時間：年末年始を除く平日、午前８時３０分～午後５時１５分）

１２月１０日は人権デーです

☎  ０２４－５３４－１９９４【問い合わせ先】 福島地方法務局　人権擁護課

【問い合わせ先】　教育委員会　生涯学習課　☎０２４０－３３－０２０６

令和６年１月６日（土）　１０：００～１５：００
令和６年１月７日（日）　１０：００～１５：００

日　　時

※第３４回双葉町総合美術展と同時開催となります。
双葉町産業交流センター（双葉町大字中野字高田１－１）場　　所

令和５年１２月１１日（月）～１５日（金）申込期間

入　　場

出品方法

無　料

申し込み期間内に申込書を作品とともに生涯学習課まで提出してください。
詳細については実施要項をご確認ください。
申込書と実施要項は町公式ホームページからダウンロードいただくか、双葉
町教育委員会生涯学習課、各支所で配布しています。
作品の返却については出品者自身での回収にご協力をお願いします。

双葉町民作品展覧会の開催について双葉町民作品展覧会の開催について双葉町民作品展覧会の開催について
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今月の双葉ダルマさん今月の双葉ダルマさん
　１０月２７日から２９日まで、兵庫県淡路島
で全国のゆるキャラが集合し、グランプリを
決めるイベントが開催され、双葉ダルマさんも
参加しました。
　ブースでは、訪れた方々に町の現状を伝える
動画などを見ていただき復興をＰＲしました。 インスタ

１位になったうどん脳（香川県）に
なぐさめられる双葉ダルマさん Ｔｉｋｔｏｋ

双葉ダルマさんはイン
スタや Tiktok を随時
更新中です。チェック
してね。

今月の双葉ダルマさん

【問い合わせ先】ふたば幼稚園　☎０２４６－８８－８０８４ 子育てサロン実施中です！子育てサロン実施中です！

　１０月２１日に栴檀祭が開催され、幼稚園は「科学戦隊シビックマ
ン」を発表しました。今年度、親子遠足で「日立シビックセンター科
学館」を見学に行き、科学の色々について勉強したことをみんなに教
えたいとの思いで、毎日練習を重ねました。最初は体育館で大きな声
を出すことに苦労していましたが、毎日の練習で段々と大きな声が出
るようになって自信につながったようです。栴檀祭当日は、朝から緊
張した面持ちの年長児と年少児でしたが、本番が始まると練習以上の
力を発揮し、一人一人が舞台の上で輝いていました。

子育てサロン実施中です！

　年間を通して行っている食育指導ですが、今回は「小
麦粉」について学びました。いつも子どもたちが目にし
ている小麦粉は何からできているのか、小麦粉がどのよ
うに加工され自分たちの口に入るのかを双葉町健康福祉
課　管理栄養士の岡部さんに教えてもらいながら、みん
なで学習しました。小麦とお米はどちらもイネ科である
こと、お米も粉にするとパンが作れたりと色々な気づき
がありました。学習後は、楽しみにしていた「鈴カステ
ラ」作りをしました。自分たちで材料を混ぜ、生地を流
し入れ、コロコロ転がして形を作るのがとても楽しかっ
たようで、何度も挑戦していました。

栴檀祭

食育指導

ふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だより ふたば幼稚園での園児たちの日常の様子を
お知らせします。

　１１月３日、双葉町結ぶ会が主催する芋煮会が、
駅西住宅集会所で開催されました。
　双葉町に暮らす人、働く人など皆さんと親睦を深
めたいと開催された芋煮会には、町内から約５５人
が集まりました。福島風と山形風、２種類の芋煮と、
手作りのいかにんじん、産業交流センター内フード
コートで営業しているペンギン特製のおにぎりに舌
鼓を打ち、用意した芋煮は、あっ
という間に完食となりました。
　どのテーブルでも笑い声が
響き、楽しい秋の１日となりま
した。

双葉町結ぶ会『 芋煮会 』
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双葉ふれあいクラブより

　１０月１５日、第１０回市町村対抗福島県ソフトボー
ル大会が相馬光陽グラウンド（相馬市）を会場に開催
され、双葉町は須賀川市と対戦しました。
　秋晴れの下、両チームとも四球やエラーがほとんどな
く、非常に引き締まった試合となりました。強豪相手に大
健闘の試合でしたが、惜しくも二回戦に勝ち進むことが
できませんでした。選手の皆さん大変お疲れさまでした。

　１１月４日、双葉ふれあいクラブ主催の双葉町民ゴル
フ大会が、いわき市ＪＧＭサラブレッドゴルフクラブに
て開催されました。
　大会は４年ぶりの開催となり、町民や町内企業などか
ら５４人の参加者がゴルフを楽しみました。当日は１１
月としては異例の夏日となり、参加者の皆さんは半袖姿
でプレーされていました。
　また、鵜沼利一さんがホールインワンという偉業を達
成され、大会に華を添えました。
　各表彰者は右記のとおりです。

優　勝　渡邉　雄二
準優勝　伊藤　吉夫
第３位　高村　政良
ベストグロス賞　伊藤　吉夫

（敬称略）

左から伊藤吉夫さん、渡邉雄二さん、
鵜沼利一さん

第１０回　市町村対抗福島県ソフトボール大会

令和５年度　双葉町民ゴルフ大会

　１０月２８日、双葉ふれあいクラブ主催の双葉町民トレッキングが開催され、県内外から、

令和５年度　双葉町民トレッキング

２３人の参加者が秋の双葉町内でトレッキン
グを楽しみました。
　当日は天候にも恵まれ、初發神社や新山神社、
消防屯所など震災から大きく様変わりした場所、
前田の大杉や双葉高校など昔の形をそのまま残
している場所がありました。
　各ポイントでは昔から伝わる話や復興まで
の説明を聞くことができ、参加者の皆さんは
思い出話に花を咲かせながら、現在の双葉町
の風景を楽しんでいました。
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　東日本大震災に伴い避難されている方への郵便物等は、郵便局へ「お客様確認シート（避難先届）」を
提出することにより、避難先へ転送されることとなっていますが、令和６年２月２９日（木）をもって転
送取り扱いが終了となります。※「帰還困難区域」は除きます。

　「お客様確認シート（避難先届）」による転送取扱い終了後も現在のお住まいに郵便物等をお届けする
ためには、郵便局に通常の「転居届」をご提出いただく必要があります。
　なお、金融機関等からの郵便物など「転送不要」扱いのものについては転送されなくなるため、ご本
人から金融機関等へ送付先の変更を依頼してください。

　不明な点や問い合わせについては、下記までお問い合わせください。

郵便局における「避難先届」による転送取り扱い終了のお知らせ

【問い合わせ先】　原町郵便局コールセンター　☎０５７０－９４３－４３８

【問い合わせ先】　一般社団法人ふたばプロジェクト　☎０２４０－２３－７６３７

　１０月３１日から１１月７日まで、表題のプロジェクトの一貫で、ふたばプロジェクトの職員が避難
先自治会や町立学校等の６カ所を訪問しました。訪問先では、プランターへの花苗の植え込みや、イル

ふたば、ふたたびふたば、ふたたび☆ガーデンプロジェクトガーデンプロジェクト

▲ 双葉町埼玉自治会▲ 町立幼稚園・小中学校

▲ 双葉町県南双樹会 ▲ 双萩会

▲ 県中せんだん同好会

▲ 双葉町つくば自治会

ふたば、ふたたびふたば、ふたたび☆みらいへのヒカリプロジェクトみらいへのヒカリプロジェクト
ふたば、ふたたび☆ガーデンプロジェクト
ふたば、ふたたび☆みらいへのヒカリプロジェクト２０２３２０２３２０２３

ミネーション飾りの作成を実施していただきました。
　ガーデンプロジェクトは、植えていただいたプランターを半分に分け、
ＪＲ双葉駅前と学校やそれぞれの場所で、お互いに想いを寄せながら育て
ていくものです。
　ヒカリプロジェクトでは１２月８日から点灯される双葉駅周辺でのイル
ミネーションとともに、旧駅舎内に設置する大きなランタンに皆さんの作
品を飾り付けます。
　今年は、ディンプルアートという小さなステンドグラスのように光を透
過する作品を作っていただきました。１月末まで展示していますのでぜひ
訪れてご覧になってください。

15 広報ふたば 令和５年１２月



　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、全額が社会保険料控除額の対象とな
ります。１０月下旬から１１月上旬にかけて、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されていますので、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定
申告の際に使用してください。
　控除の対象となるのは、令和５年１月１日から令和５年１０月２日までに納められた保険料（令和
５年１２月３１日までの納付見込分を含む）です。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族の負担すべき保険料を支払っている場合は、その保
険料も合わせて控除が受けられます。

発　送　時　期 対　　象　　者

① 令和５年１０月下旬から
１１月上旬にかけて順次発送

令和５年１月１日から令和５年１０月２日まで
の間に国民年金保険料を納付された方

② 令和６年２月上旬
令和５年１０月３日から令和５年１２月３１日まで
の間に国民年金保険料を納付された方
（①の対象者は除きます。）

※ 国民年金は、老後はもちろん不慮の事故などの万一の時にも心強い味方となる制度
です。保険料は必ず納めましょう。

【電話番号】

　発送スケジュール

　問い合わせ先の名称：ねんきん加入者ダイヤル

【受付時間】

（ナビダイヤル）☎０５７０－００３－００４
０５０から始まる電話の場合は、（東京）０３－６６３０－２５２５

月～金曜日　　午前８：３０～午後７：００
第２土曜日　　午前９：３０～午後４：００
祝日（ 第２土曜日を除く）、１２月２９日～ 1月 3日はご利用いただけません。

年金事務所からのお知らせ
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されています！

　９月２３、２４日、福岡県立総合射撃場で行われた２０２３年度クレー
射撃フェスティバルに、小川貴永さん（長塚二）が出場しました。
　この大会は、国民体育大会（鹿児島県）の代替大会として実施され
ました。小川さんは、その前段となる８月の第２０回東北総合体育大会

クレー射撃で全国大会に出場クレー射撃で全国大会に出場

（国体東北ブロック大会）に出場し、
クレー射撃のスキート種目で本大
会の出場資格を得られました。
　小川さんは震災後、クレー射撃
の競技を始めたそうで、選手及び
監督として毎年大会に出場してい
ます。

クレー射撃で全国大会に出場
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【重複服薬】とは…

防ぐためには…

「リフィル処方箋」をご存じですか？

自分でチェック
してみましょう！重複服薬の防止に大切なこと

重複服薬が健康を損なう可能性があります

お薬手帳でしっかり健康管理！！お薬手帳でしっかり健康管理！！

　町内のお墓参りで発生したごみは、必ずお持ち帰りくださいますようお願いします。
　お盆、お彼岸の期間中、墓地内の使われていない焼却炉等に、ごみを捨てていく事例が見受け
られました。墓地の環境美化のため、ご協力をお願いします。
　また、供物や供花を残しておきますと、カラスやイノシシ等の野生動物に荒らされる恐れがあ
りますので、こちらも必ずお持ち帰りください。

（※） 「重複受診」とは、一つの病気で同時に複数の医療機関にかかることを言います。同じ効果を持つ薬が
それぞれの医療機関で出され、「重複服薬」につながる可能性が高くなります。

□　１．医師に服薬中のお薬を伝える
□　２．かかりつけの薬剤師・薬局を持つ
□　３．重複受診（※）を控える
□　４．お薬手帳を１冊にまとめる

　違う名前でも、同じ薬だったり、類似した効果を持つ薬だったりする場合があります。
　一緒に飲むとそれぞれの薬効が必要以上に出すぎたり、副作用が強く現れたりする可能性
があり、身体への負担が大きくなってしまいます。

お墓参りで出たごみはお持ち帰りください

重複服薬にご用心！

薬の豆知識！

【問い合わせ先】　住民生活課　☎０２４０－３３－０１２６

あなたのお薬見直してみませんか？あなたのお薬見直してみませんか？

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４０－３３－０１３１

あなたのお薬見直してみませんか？あなたのお薬見直してみませんか？あなたのお薬見直してみませんか？

「あなたにとって適切なお薬の飲み方」

お薬手帳でしっかり健康管理！！

　令和４年４月から処方薬の新しい受け取り方として「リフィル処方箋」が導入され
ました。リフィル処方箋とは、症状が安定している患者さんに対して医師が認めた場

合、最大３回目まで医療機関を受診せずに薬局で処方箋を受け取ることができる制度です。そのため、リフィ
ル処方箋の場合、２回目・３回目の調剤時には医療機関への受診が必要なくなります。通院にかかる時間や医
療費の削減につながるといったメリットがあります。
（医師の判断で２回までとされる場合もあります。）

リフィル処方箋についての注意事項 ●投薬量に制限のある医薬品及び湿布薬等は対象外となります。
●まずはかかりつけ医にご相談をお勧めします。

　一人の患者さんが、同時期にいくつかの医療機関で診察を受けている場合、類似
した効果をもつ薬がそれぞれの医療機関から出され、一緒に服薬することを「重複
服薬」といいます。
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【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４０－３３－０１３１

作成協力：放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター

研修会の様子車座意見交換会の様子

　双葉町では、町民の皆さんが放射線への疑問・お悩みに対応できるように、さまざまな取り組

みをしています。今回は、放射線リスクコミュニケーション相談員支援センターの協力による今

年度の取り組みをまとめて紹介します。

　先月号で紹介したとおり、８月と９月には参加者が輪のように内側を向いて並んで座り、放射

線に関する意見や疑問等を共有する車座意見交換会を郡山支所において２回開催しました。

　また、町職員を対象に講義「放射線と健康～双葉町の放射線リスクコミュニケーションから～」

を行いました。初めに、放射線に関する基礎知識や常に身の回りのものから放射線を受けている

こと、町内の空間線量率の推移等について学び、次に放射線による健康への影響や双葉町内を散

策した際の個人被ばく線量についての説明がありました。講師は長崎大学の折田真紀子准教授

で、長崎大学が１８歳以上の町民の皆さんに対して実施した「放射線と健康に関するアンケート

調査」結果についての説明もありました。

　放射線に関する相談や不安等があれば健康福祉課健康づくり係へお気軽にご相談ください。

双葉町の放射線に関する取り組み双葉町の放射線に関する取り組み

　放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター（以下「放射線リスコミセンター」という）
では、福島第一原子力発電所や双葉町の町内を見学する会の参加者を募集します。
　詳細は、放射線リスコミセンターまでお問合せください。

放射線リスコミセンター

（土・日・祝日を除く９：００～
　１７：００）

☎ ０１２０－４７８－１００

放射線リスコミセンター
ホームページ

【問い合わせ】

福島第一原子力発電所や双葉町の様子を見学しませんか福島第一原子力発電所や双葉町の様子を見学しませんか

令和６年１月２３日（火）８時１５分 ～１５時４５分（予定）
※見学状況により、時間が前後する場合があります。

日　　時

福島第一原子力発電所の見学
意見交換、質疑応答、感想など
バスによる双葉町の見学

内　　容

富岡町、大熊町、双葉町、浪江町に住民登録があり、
現在は町外に居住している方

対　　象

バス（全行程）※いわき駅集合・解散交通手段
１５名程度（最小催行人数５名）定　　員

令和５年１２月２２日（金）申込期限

放射線リスコミセンターへ、お電話またはメール
にてお申込みください。

申し込み方法

無料 ※ いわき駅までの交通費及び昼食代は、各自負担と
なります。

費　　用

F-sodan@nsra.or. jp

福島第一原子力発電所や双葉町の様子を見学しませんか

双葉町の放射線に関する取り組み
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フードプロセッサー（またはミキサー）に適当な大きさに切ったはんぺん、卵、Ａの調味料を
入れ、滑らかな生地をつくる。

①

ザルなどで生地をこし、より滑らかな生地にする。②

フライパンに薄く油をひき、弱火にし、フライパンが温まったら②の生地を流し込む。③

蓋をして、弱火で焼き色がつくまで焼く。（目安時間：７～１０分）片面が焼けたら、ひっくり
返して裏面も同様に、蓋をして焼く。（目安時間：1～２分）

④

焼けたら、フライパンから取り出して、焼き色の濃い方を下にして巻きすの上におく。⑤

生地の内側に、２ｃｍ間隔目安で１～２mmの隠し包丁をいれる。次に、巻きすで少しきつめ
に巻いていく。

⑥

１度巻いた巻きすを外して、巻いた状態の伊達巻きをもう一度巻きすで巻いていく。⑦

両端を輪ゴムでしっかり止めて、形をつけるために冷やす。両端を１～２ｃｍ切り落とし、
好みの厚さに切ったら、完成！！

⑧

◎伊達巻きの由来・意味

【材料（２～３人分）】

作り方

・はんぺん ………
・卵 ………………
・砂糖 ……………
・しょうゆ ………
・みりん …………
・料理酒 …………
・はちみつ ………
・サラダ油 ………

１００ｇ
４個
大さじ２
小さじ１
大さじ１
大さじ１
小さじ１
適量

【問い合わせ先】 ☎０２４０－３３－０１３１健康福祉課　健康づくり係

（Ａ）

 行事食は、季節に合わせた旬の食材を取り入れることが多いため、美味しさ
だけではなく、それぞれの時期で体に必要な栄養を取り入れることができます。

お正月や節句など、日本には昔から季節ごとにたくさんの年中行事があります。その行事や

お祝いの日に食べる特別な料理が「行事食」です。昔から受け継がれてきた行事食に込めら

れた思いや意味を知ることで、より深く日本の食を楽しむことができます。ぜひご家庭でも、

家族で一緒に行事食を作りながら、由来や意味のお話をしてみてください。

大人から子どもへ伝える、日本の行事食について

・ 

・ 

※ お子さんと作る場合は、包丁の扱い・やけど

等の怪我には十分注意しましょう。

みんなで考えよう、日本の行事食についてみんなで考えよう、日本の行事食について

みんなで一緒に作ってみよう！

～フライパンで簡単　伊達巻き～

巻かれた形状が巻き物に似ていることから学業成就の願いが込められている。
黄色は子宝を連想させ、材料である卵の丸い形は家庭円満を表し、子孫繁栄の意味が
込められている。

みんなで考えよう、日本の行事食について
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双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前
申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

　①毎週水曜日
　②毎週木曜日
　　のどちらか

13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

12月　5日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
南相馬出張所

☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

12月21日（木） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

～１２月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～

●社協サロン

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

働きたいネットの就職応援マルシェ【出張求職者カフェ】

参加無料・予約不要 　ハローワーク富岡に求職者カフェがやってきます！就職活動に役立つ
支援が無料で受けられます。是非お越しください。

１２月１３日（水）９：００～１２：００日　時 ハローワーク富岡　２階　会議室場　所

・応募書類作成　・面接対策　・適職診断　等

・証明写真撮影 ※撮影希望の方はスーツ等の着用がおすすめ！
　貸出用ジャケット有

支援メニュー

【求職者向け】ふくしまで働こう＠オンライン企業説明会

令和６年１月１９日（金） １３：３０～１６：３０● 日　　時 …

　情報収集やきっかけづくりに参加してみませんか。オンライン初心者も、スマホやパソコンで、簡単に参加可能！
ふくしまでお仕事を探している方、ぜひご参加ください！

オンライン（Zoom 使用）● 参加方法 … 電話から申込
１月１６日（火）　● 締　　切 …

福島県の企業３６社程度が集結！仕事の内容、職場環境など気軽に
情報収集できます。お仕事相談もできます。 

●お仕事を探している人集合！ 

福島へ帰還を考えている、移住はどうかな～と思っている方必見です。
補助金や支援制度、地域の情報など盛りだくさん。

●移住に興味のある方、どうぞ！
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消防署からのお知らせ

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

　本格的に寒くなる１２月から３月にかけてヒートショックによる入浴中の事故が多発します。 
　ヒートショックとは、暖かい部屋から寒い部屋への移動や急激な温度変化によって、血管が急激に
収縮し、血圧が上昇することで意識消失や脳卒中、心筋梗塞を引き起こすことをいいます。入浴中や
高齢者に多いのが特徴です。
　自分は大丈夫と過信することなく次のポイントに気をつけて、事故を未然に防ぎましょう。

消火器リサイクル
窓口検索ＱＲコード

① 消火器リサイクルセンターで指定されている「特定窓口」、「指定引取場所」で回収を行っ
ています。詳しくは右のＱＲコードを確認してください。
　また、処分には消火器リサイクルシール代及び運送・保管費用が必要になります。

消火器の処分方法は２通りあります。

② ホームセンターでは、新しい消火器を購入すると、古い消火器を無料で引き取ってくれる
サービスを行っている場合がありますので、お店の方に確認してください。

※消火器の耐用年数が過ぎているもの、さびや腐食、大きな傷がある場合は、処分の目安となります。

ヒートショックにご用心！

消火器の処分方法について

公立双葉准看護学院 南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－７６〒９７５－００３６
☎ ０２４４－３２－０９９０ E-mail：futajyun-kango@aioros.ocn.ne. jp

公立双葉准看護学院　令和６年度学生募集公立双葉准看護学院　令和６年度学生募集
公立双葉准看護学院では、一般入学試験を実施します。
地域に寄り添う看護のプロを目指しましょう！！

◇ １万円受 験 料：

◇ 筆記試験（国語）、作文、面接試験科目：
◇ 令和６年２月１日（木）試 験 日：

◇ ２年（全日制）修業年限：
◇ ３０名募集人員：

◇ 中学校卒業以上の者
（令和６年３月卒業見込を
含む・年齢不問）

：受験資格

：

午前９時～午後４時３０分まで
（土・日・祝祭日を除く）

令和６年１月５日（金）～１月２６日（金）　必着
◇出願期間

出願・問い合わせ先

２０２３年度全国統一防火標語 【火を消して　不安を消して　つなぐ未来】

① 入浴前には
　脱衣所や浴
　室を暖める。

④ 湯船から出る
ときは、ゆっ
くりと立ち上
がる。

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・葛尾出張所　☎０２４０－２９－２１１９

⑥家族がいる場合は、入浴前に
一声かける。

③ 湯の温度は４１度
　以下、湯につかる
　時間は１０分まで
　にする。

⑤ 食後すぐ、飲酒後、服薬後の
入浴を避ける。る。

② 入浴前後は水分補給をする。

公立双葉准看護学院　令和６年度学生募集
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◇放射線モニタリングについて
空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

◇中間貯蔵施設見学会について
中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
１２月は、１５日（金）、１６日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

１２月２７日（水）～１月７日（日）は輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

※１０月３１日現在

◇輸送について
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・令和５年度は、２４,５８２㎥搬入しています。（平成２７年からの累計は3,923,266㎥）

除染・解体工事について

中間貯蔵施設について

　環境省では、双葉町の特定帰還居住区域（下長塚行政区、三字行政区のそれぞれの一部）の建物
解体の申請を受付けています。解体を希望する場合は、解体申請の受付窓口にご相談ください。
※特定復興再生拠点区域の解体申請は８月３１日をもって締め切りました。

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　特定帰還居住区域の被災家屋等の解体申請について

【解体申請受付窓口】
＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

いわき市東田町２丁目１９－３　トークビル１－A 号棟（双葉町いわき支所の隣）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）
☎ 0120 － 773 － 275（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター （令和５年度環境省業務受託業者）

（１）適格請求書（インボイス）発行事業者登録番号について

（２）適格請求書（インボイス）について

双葉地方水道企業団　水道事業会計　Ｔ９００００２００７８８８３

「使用水量のお知らせ」（検針票）、「納入通知書」及び「督促状」をインボイスとし、
登録番号、適用税率及び消費税額を記載します。

※ なお、当インボイスにつきましては、媒介者交付特例を適用し水道事業者である当企業団の
登録番号のみを記載しますので、下水道事業者の登録番号は記載しません。

令和５年１０月１日より、適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始されました。

水道料金及び下水道使用料のご請求における対応●

インボイス制度への対応についてインボイス制度への対応についてインボイス制度への対応について

【問い合わせ先】　双葉地方水道企業団　総務課営業係　☎０２４０－２５－５３２３
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氏　名 生年月日 保護者 行政区

西牧　幸
ゆ き と

音 10月　4日 孝幸・由佳 羽　鳥

大内　志
し お ん

音 10月 16日 幸二・春香 三　字

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

安部　忠直 ７５ 9月 26日 下　条

山本　英子 ９１ 10月　2日 下　条

本林　チイ ８８ 10月　2日 羽　鳥

岡田スミ子 ８７ 10月　1日 山　田

鈴木　常夫 ８８ 10月 11日 下　条

柳沼喜美男 ７０ 10月 12日 長塚二

人のうごき１０月分 敬称略

（令和５年11 月１日現在） ・福島県内に避難されている方 3,863人

2,695人・福島県外に避難されている方
※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を掲載

しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課
☎０２４０－３３－０１２５

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

短
歌
・

栗
お
こ
わ　

供
い
存
り
し
日　

偲
び
お
り

亡つ

ま夫
の
命
日　

三
十
六
忌

　
　

・

原
事
故
で　

移
動
九
回　

十
余
年

異
郷
の
地
に
て　

今
年
も
暮
れ
る

里
謡
・

太
良
連
山
に
冠
雪
光
り　

う
さ
ぎ
を
連
れ
て

今と

し年
暮
れ
る

　
　

・

移
り
来
て　

お
世
話
に
な
り
し

隣り
ん

友
は
忘
れ
な
い
よ
と　

施
設
に
発
ち
ぬ

俳
句
・

冷
奴　

季
節
変
っ
て　

湯
ド
ー
フ
に

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】 hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

 ● 掲載号：令和６年１月号  ● 原稿締切：　 １２月７日（木） ● 文字数：３００字程度

秘書広報課　☎０２４０－３３－０１２５

辰辰（たつ）年生まれの皆さん、広報ふたばに新年の抱負を掲載しませんか（たつ）年生まれの皆さん、広報ふたばに新年の抱負を掲載しませんか

寄稿してくださる方には、原稿用紙をお送りします。詳しくは下記までお問い合わせください。

辰（たつ）年生まれの皆さん、広報ふたばに新年の抱負を掲載しませんか

県南双樹会研修旅行
　１１月２日、県南双樹会研修旅行を実施しました。
今回は、会津若松駅から快速「只見線満喫号」に乗
車し、会津川口駅まで車窓から紅葉を楽しみました。
　バスで柳津町を通って会津若松市内に戻り、会
津料理「田喜野」で昼食をとった後、飯盛山に登り
ました。朝のうちは雨や霧がありましたが、徐々
に雲が切れてきました。
　白河に戻ったのは夕方になりました。来年も研
修旅行を実施したいと参加者で話しながら帰路に
着きました。 会長　舘林　孝男
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４０－３３－０１２５

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双
葉

町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪

問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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周
囲
の
方
々
か
ら
の
励
ま
し
で

　

浪
江
町
出
身
で
結
婚
を
機
に
双
葉
町
民
と
な
り

ま
し
た
が
、
隣
町
同
士
で
土
地
勘
が
あ
り
親
戚
や

知
人
・
友
人
も
い
る
た
め
、
生
活
に
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
育
て
に
一
区
切
り
が
つ
き
、
夫
婦
で
自
由
気

ま
ま
な
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
矢
先
、
夫

に
先
立
た
れ
ま
し
た
が
、
義
父
や
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
、
周
囲
の
皆
さ
ん
か
ら
の
励
ま
し
も
あ
り

少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
中

　

長
年
、
浪
江
タ
ク
シ
ー
に
勤
務
し
、
自
宅
近
く

に
あ
っ
た
営
業
所
（
東
邦
銀
行
双
葉
支
店
隣
）
で
、

電
話
に
よ
る
迎
車
の
受
付
や
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
無

線
応
対
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
常
連
の
お
客
様

が
多
く
、
働
き
始
め
て
数
年
経
っ
た
頃
に
は
、
受

話
器
か
ら
聞
こ
え
る
声
を
聞
い
た
だ
け
で
お
客
様

が
誰
か
分
か
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
お
客
様
も

私
の
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
人
々
の
ふ

れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
の
繋
が
り
の

中
、
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
家
族
離
れ
ば
な
れ
の
日
々

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
は
、
未
曾
有
の
事
態

で
混
乱
も
あ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
た

義
父
と
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
し
て
会
津
坂
下
町
の
施
設
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
私
は
県

内
外
各
地
を
経
て
白
河
市
に
落
ち
着
き
ま
し
た

が
、
両
市
町
間
は
交
通
の
便
が
良
く
な
い
た
め
、

頻
繁
に
面
会
に
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
関
係
各
位
に
お
願
い
し
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
も
あ
り
、
平
成
23
年
末
、
白
河
市
内
の
施

設
に
移
れ
る
予
定
し
た
が
、
そ
れ
を
目
前
に
力
尽

き
、
叶
わ
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

帰
還
へ
の
希
望
が
見
え
て
き
た

　

町
を
離
れ
て
間
も
な
く
の
頃
は
、
故
郷
に
は
帰

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
時
立
入
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
数
年
後
に
は
除
染
が
始
ま

り
、
帰
還
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
駅
西
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
は

真
っ
先
に
応
募
し
、
町
に
戻
る
準
備
を
始
め
ま
し

た
が
、
家
族
や
周
り
の
方
々
か
ら
は
、
不
便
な
生

活
を
心
配
し
て
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
様
子
は
変
わ
っ
て
も
「
故
郷
は
同
じ
」

　

駅
西
住
宅
に
暮
ら
し
始
め
て
先
月
で
１
年
を
迎

え
ま
し
た
。
入
居
当
初
、
度
重
な
る
報
道
取
材
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
帰
還
や
移
住
を
す
る
こ
と
に

繋
が
れ
ば
と
思
い
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
何
度
も

同
じ
こ
と
を
質
問
さ
れ
る
な
ど
快
く
感
じ
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
一
方
、
実
際
の
生
活
で
感
じ
た
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
話
す
こ
と
で
、
郵
便
局

の
開
設
な
ど
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
充
実
に
繋
が
り
、

少
し
は
新
し
い
故
郷
づ
く
り
の
役
に
立
っ
て
い
る

の
か
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

町
の
様
子
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
「
海

か
ら
陽
が
昇
り
列
車
の
音
が
聞
こ
え
る
」
そ
う
し

た
基
本
的
な
姿
は
震
災
前
と
同
じ
で
す
。

●居住先●
　双葉町駅西住宅

（長塚一）

猪狩  敬子 さん
いがり           けいこ
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栴
檀
祭
で
双
葉
中
学
校
の
生
徒
が
、
職
場
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め

発
表
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
の
「
再
興
」
の
意
味
は
、
い
っ
た
ん
衰
え
た
も

の
が
勢
い
を
盛
り
返
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
中
学
生
に
と
っ
て
、
双
葉
町
内

や
関
係
す
る
事
業
所
で
の
職
場
体
験
が
、
希
望
を
感
じ
る
内
容
だ
っ
た
こ
と

が
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
内
の
建
物
に
壁
画
ア
ー
ト
を
描
い
て
き
た
フ
タ
バ
ア
ー
ト

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
皆
さ
ん
が
、
令
和
５
年
度
双
葉
町
表
彰
式
に
お
い
て
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
御
礼
に
と
新
た
に
町
図
書
館
に
描
い
た
光

り
輝
く
ダ
ル
マ
の
絵
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
復
興
を
願
い
、
右
目
は
目
入
れ

を
し
て
い
な
い
状
態
に
し
た
そ
う
で
す
。
図
書
館
の
壁
に
は
七
転
び
八
起
き

と
い
う
テ
ー
マ
の
と
お
り
、
８
体
の
ダ
ル
マ
が
描
か
れ
ま
し
た
。

－ 

編
集
後
記 

－
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